
 
 

① 申請者 
滋賀県 長浜市 

福井県 敦賀市、南越前町 

② タイトル 

（ふりがな） うみをこえたてつどう ～せかいへつながる てつろのきせき～ 

海を越えた鉄道 ～世界へつながる 鉄路のキセキ～ 

③ ストーリーの概要 

ここに１枚の切符がある。今から約 100年前に運行されていた欧亜国際連絡列車は、この切符

で東京からベルリンまでの渡航が可能であった。シベリア鉄道の発着地であるウラジオストクと

敦賀を結ぶ鉄道連絡船の就航により、鉄道は海を越え欧州へとつながった。 

 なぜ敦賀駅に国際列車が発着していたのか？それは、長浜市・敦賀市・南越前町の明治時代の

鉄道の歴史と密接な関係がある。物語は、トンネルで日本海と琵琶湖を繋いだことから始まる。 

 

シベリア経由欧亜連絡切符 

北陸線で活躍した SL と電気機関車 トンネル群を歩くウォーキング大会の様子 

（旧長浜駅舎併設の北陸電化記念館） 

旧北陸線の峠越えの様子 

（山中信号所付近） 

連なる旧北陸線トンネル群 

（伊良谷トンネル付近）  （山中トンネル付近） 


